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魁

籍
廿
T<
巷

箱
義
教
昭
利
七
-

1
月

盲

筑
紫
平
野
及
其
の
四
鑑
の
地
質
に
関
す
る
遺
構
史
的
考
察

2

鳥

山

武

雄

∩

lY･

納
言

-
層

序

-

高
良
内
丘
陵
及

上
梓
光
木
丘
陵
の
地
質

-
申
舵
川
低
地
及
八
女
丘
陵
の
地
盟
-

兜
木
盆
地
の
地
質

1
地
形
拳

的
滞

付相;
と

そ

の
地
質
時
代
-

久
留
米
府
の
時
代
-
斡

諭

7
､
緒

言

社
務
久
留
米
以
南
の
丘
陵
地

完
竹
は
漠
然
洪
積
層
と
せ
ら
れ
'
黒
木
附
近
の
所
謂
第
三
紀
層
と
金
魚
別
衝
の
も
の

(7
)

と
し
て
地
質
園
に
示
さ
れ
カ
ム
｡然
れ
ど
も
前
者
の
過
牛
地
域
を
構
成
す
る
累
暦
は
後
者
の
そ
れ
と
著
し
-
類
似
す
｡

即
こ
の
間
に
時
代
的
差
別
を
設
定
す
る
事
疑
問
夜
き
能
は
ず
｡
由
来
北
九
州
に
は
洪
積
層
と
し
て
地
質
問
上
に
示
さ

れ
し
地
域
網
皆
鹿
大
を
る
:Lei;
積
を
古
む
る
ほ
係
ら
ず
､
其
層
位
的
筒
分
及
各
固
分
の
時
代
幽
係
の
研
究
は
棄
て
は
従

凍
見
る
べ
き
も
の
無
し
｡
近
年
肥
筑
中
華
下
は
炭
層
の
有
無
が
論
議
せ
ら
れ
'
普
地
域
の
地
質
構
造
に
骨
で
の
論
説

(1)

数
回
駿
東
せ
ら
れ
た
れ
ど
も
､主
と
し
て
試
錐
9
結
鵜
を
綜
合
せ
る
も
の
､
或
は
附
近
の
宙
塵
暦
山
地
の
構
造
よ
み
平

(,1)

原
内
の
構
造
を
推
論
せ
る
も
の
に
し
て
､
四
並
の
所
謂
洪
積
丘
陵
地
の
構
造
は
充
分
在
る
研
究
を
輿

へ
し
も
の
覆
し
〕

筑
紫
平
野
及
共
の
E
Z妃
の
地
質
に
別
す
る
造
林
史
的
考
察

喜!1



地

球

節
十
八
容

第
五
線

三二凹

二

此
魔
に
遺
憾
の
鮎
あ
わ
｡
故
は
金
は
専
ら
此
等
の
地
層
の
考
究
に
佳
日
し
わ
れ
ど
も
､
て
の
地
域
.の
澱
新
地
質
時
代

の
細
別
は
あ
た
-,L
P
育
産
物
壁
上
の
資
料
を
硯
拍
し
符
ざ
｣a
け
れ
ば
､
主
と
し

て遺
構
史
的
は
考
察
せ
卓
.

然
れ
ど
も
此
廃
に
翰
ず
る
所
の
地
域
戯
大
に
し
て
'
且
露
出
の
不
完
金
在
る

､誠
に
遺
憾
夜
が
宣
観
察
の
補
充
分

と
推
論
の
不
確
賓
と
は
ま
ぬ
か
れ
ず
o
ね
だ
凍
七
賂
凍
北
九
州
窮
四
紀
研
究
の
鼎
緒
を
悶
-
を
碍
ば
欣
喜
の
至
-
と

L･J.す
〇

二
､
暦

序

簡
者
の
即
解
に
使
在
る
べ
-
､
説
明

の
順
序
を
逆
に
し
結
論
の

一
部
在
る
常
地
域
に
磯
蓮
す
る
最
近
地
質
地
層

(敷
島
統
)
の
暦
序
を
左
は
掲
げ
ん
｡

rtr!威風(鮮針状櫓塑

__

_

二

三三三
-

か-の如-定めたる群由は以下論ずる各節を通じて自ら明白にせらるべ-'本節に於では新洪積層々序に付き

二言せんとす0

北九州舵は火山次の分如極めて頗

二

場
所
は
よ
み
て
は
甚
だ
厚
さ
堆
積
h
tな
す

｡
乙の
火
山
次
暦
は

一
般
に
洪
積
時
代
の
堆
積
物
と
考

へ
ら
る
れ
ど

ち
.
そ
の
層
位
問
題
は
付
き
で
充
分
在
る
記
載
を
見
ず
｡
二
日
市
の
宙
'
永
岡
に
於
て
は
花

岡

岩

の
上
は
磯
暦
あ

-
｡
そ
の
上
に
厚
さ
噸
石
骨
あ
-
I.
定
に
其
土
に
明
瞭
在
る
暦
理
を
以
て
粘
土
状
に
風
化
せ
る
火
山
表
層
の
堆
積
あ



-
O
但
し
他
の
多
-
の
地
方
は
放
て
は
火
山
次
暦
と
軽
石
層
と
は
明
瞭
在
る
暦
面
を
以
て
堺
せ
ず
｡
夜
は
戎
地
方
ほ

て
は
火
山
灰
樹
上
に
相
磯
暦
を
も
つ
所
あ
れ
ど
も
､
そ
の
砂
塵
暦
は
小
局
部
的
堆
積
物
ほ
し
.て

一
般
に
薄
層
を
-
｡

如
斯
.
北
九
州
の
新
洪
積
層
は
下
部
よ
り
列
記
す
れ
ば
灘
暦
軽
石
暦
火
山
炭
層
の
順
序
に
て
堆
積
せ
る
も
の
な
れ
ど
I

も
P
場
所
に
よ
わ
で
は
そ
の
内
の

一
厘
或
は
二
暦
を
敏
-
｡
両
で
後
節
に
於
で
別
か
在
る
如
-
此
等
の
新
洪
積
層
は

h
つし
よ-
-
氏

久
留
米
暦
を
不
生
食
に
被
覆
す
｡
三
養
基
郡
申
悦
方
面
に
於

ては
下
部
の
磯
暦
薯
七
-
教
遷
す
｡
郵

鯛

ノ

隈

及

乙
隈

に
於
で
は
同
僚
中
は
泥
炭
介
和
す
｡
上
部
厨
の
火
山
衣
暦
は
筑
紫
郡
筑
紫
村
に
最
よ
-
登
達
す
る
を
以
て
余
は
こ
れ

む
筑
紫

ロ
ー
ム
と
呼
ば
九
〇

か
く
の
如
き
順
序
を
以
て
堆
積
せ
る
北
九
州
の
新
洪
積
腎
は
摘
果
地
方
に
放
け
る
某
京
層
､
成
田
暦
(狭
義
の
)
ロ

(ec)(.こ

ー
ム
層
の
堆
積
過
程
に
著
し
き
類
似
を
ポ
L
t
又
大
塚
滞
之
助
氏
の

所

謂

大

磯
地
方
に
放
け
る
士
韓
暦
軽
石
静

ロ
ー

ム
層
に
も
.
そ
れ
ぞ
れ
封
此
す
る
を
程
べ
し
｡か
う

だ
ら
き

三
p
高
良
内
丘
陵
及
上
津
荒
木
丘
陵
の
地
質

(第
二
固
容
讐

藤
山
射
撃
場
の
北
側
を
か
す
め
'
北
六
十
度
東
の
方
向
に
低
級
を
引
-
時
は
同
線
は
骨
錐
厨
の
有
期
山
塊
と
高
良

毒
を
構
成
守
る
新
生
代
の
遡
暦
と
の
界
沸
教
を
す
O

皆
地
方
は
存
在
す
る
新
生
代
暦
中
最
古
の
SSJR'暦
を
久
留
米
暦
と
呼
べ
ば
､
同
暦
は
粘
土
腎
砂
暦
乃
至
砂
岩
'
砂
塵

僚
機
暦
及
倒
磯
暦
に
よ
か
構
成
せ
ら
る
｡
灘
暦
中
に
は
古
鏡
暦
を
構
成
す
る
岩
石
'
件
に
石
英
片
岩
の
破
片
多
最
に(川
)

含
ま
る
｡
圃
磯
暦
中
に
は
耶
馬
渓
地
方
に
虞
大
な
る
両
帝
を
も
つ
食
塊
岩
に
被
覆
せ
ら
れ
て
春
衣
す
る
練
色
砂
朽
安

銑
紫
平
野
及
井

の
凹
近

の
地
即
に
関
す
る
縫
柵
兜
的
考
察

至Td

三



地

球

鮮
十
八
各

節
五
紙

三

責

四

-;
岩
と
同
株
の
岩
石
よ
少
導
か
れ
た
る
直
種

1
寸
乃
至
二
寸
の
磯
多
量
に
含
ま
る
O

･
如
斯
､
本
英
樹
の
大
草
は
砂
磯
暦
よ
-
威
力
､
栴
檀
動
物
の
遺
骸
菅
東
方･芸

事
､
史
は
本
題
層
中
に
は
侶
轡
各
所

に
聴
見
せ
ら
る
る
事
賓
等
よ
ら
考
察
す
る
時
は
本
題
暦
は
恐
ら
-
内
陸
湖
沼
地
方
の
堆
積
物
を
ら
ん
｡
夜
ほ
本
巣
暦

中
に
は
水
底
地
LL
カ
の
行
は
れ
た
る
腎
跡

(S
u
baqueous
stid
in
g
)

屡
健
児
さ
る
O

地
層
の
走
向
傾
斜
は
高
良
州
の
沿
線
は
於
て
澱
よ
-
検
す
る
革
を
辞
｡
即
囲
分
附
近
綾
於
て
は
帯
良
川
の
北
兼
樺

の
断
崖
は
於
て
走
向
北
六
十
度
兼
､
傾
斜
北
酉
に
二
十
度
乃
至
十
五
度
を
少
｡
下
河
原
を
過
ぎ
て
更
に
上
流
に
馴
れ

ば
､
沿
岸
の
丘
陵
両
は
侵
蝕
せ
ら
れ
て
久
留
米
暦
の
丘
陵
露
出
せ
ざ
れ
ど
も
.
川
床
に
は
連
潰
し
て
同
展
暦
露
は
れ
､

を
の
走
向
ー不
慶
な
る
を
知
る
｡
鑑
に
上
流
に
緋
れ
ば
'
図
分
射
的
場
の
箇
兼
に
存
在
す
る
丘
陵
に
於
で
､
前
岡
戚
北

六
十
度
兼
の
発

向
を
確

ひ
る
罫
を
得
べ
L
O
但
し
此
地
域
に
於
で
は
'
地
層
は
急
傾
斜
に
夜
-
場
所
に
ょ
-
四
十
度

を
題
ゆ
O
史
に
rJ
の
丘
陵
を
南
東
に
寮
る
時
は
､
地
膚
は
主
と
し
て
互
圃
磯
暦

(前
記
の
固
鹿
骨
と
同
種
の
東
大
在

る
磯
を
含
む
)
と
な
み
'
上
組
の
古
生
暦
と
の
境
界
線
は
達
し
､
瓦
圃
磯
静
は
古
生
暦
を
不
盤
各
は
被
覆
す
る
を
見

節 六 園

る
｡
然
れ
ど
も
fJ
の
地
鮎
の
正
樹
磯
暦
は
久
留
米
暦
と
不
整
査
閲
係
に
あ
る
も
の
の
如
-
､-
従

っ
て
久
留
米
暦
と
古
生
轡
と
の
踊
係
は
匿
接
目
撃
す
る
髄
は
ざ
れ
ど
､
恐
ら
-
前
記
の
不
整
各

線
と
奉
行
し
て
断
層
の
存
在
す
る
か
に
思
惟
せ
ら
る
(第
六
固
容
帽
…)
｡

何
と
在
れ
ば
乙
の
線
に

接
近
す
る
に
従
払
､
久
留
米
暦
の
傾
斜
急
激
に
大
と
な
み
四
十
度
以
上
の
倍
を
ボ
す
罫
､
rJ
の

禍
係
は
乙
の
線
に
満
て
南
関
方
に
追
跡
す
る
時
も
同
様
を
る
事
.
夜
ほ
乙
の
線
を
反
射
は
延
長

す
る
睦
は
､
そ
の
線
上
に
地
形
上
顕
著
在
る
演
谷
及
温
石
温
泉
あ
-
0
こ
れ
等
の
事
薯
は
不
盤



l

■1■･l各
組
に
平
行
し
て
断
暦
の
布
衣
す
る
を
皿
は
し
む
｡

次
に
此
地
域
の
久
留
米
暦
は
三
井
町
の
南
端
よ
上
向
良
内
を
過
ぎ
更
に
南
東
に
内
払
高
良
川
に
附
て
追
跡
し
科
る

T
線
に
よ
-1
､
北
兼
な
る
高
良
山
を
含
む
古
庄
暦
山
地
と
相
接
す
｡
rJ
の
際
前
述
せ
る
如
-
連
摸
し
て

一
様
は
北
六

十
度
束
の
走
向
を
有
す
る
久
留
米
圏
が
平
均
二
十
五
度
と
云
ふ
大
在
る
傾
斜
を
不
す
ほ
係
は
ら
ず
'
殆
ど
そ
の
走
向

に
寓
角
に
近
さ
寓
組
む
以
て
載
断
せ
ら
る
｡
こ
の
事
賓
は
特
殊
の
場
合
即
地
膚
が
堆
積
常
時
よ
さ
同
轟
皮
の
傾
斜
む

を
す
と
云
ふ
臓
定
の
可
能
怒
ら
ざ
る
限
-,L
は
於
て
は
､
(
rJ
の
鮎
に
陶
し
て
は
後
節
に
於
て
論
試
す
)
断
層
を
推
定
せ

ざ
れ
ば
説
明
不
可
能
を
カ
｡
今
こ
れ
を
高
良
内
断
層
と
呼
ぽ
ん
｡

女

は
久
留
米
輔
よ
旦
相
島
町
に
通
ず
る
電
車
道
は
桁
ひ
寓
行
す
る
時
は
'
垂
向
良
谷
は
於
で
初
め
て
丘
陵
地
に
入

ゆ
の
[...

る
｡
此
彪
よ
･Ch南
方
二
粁
の
湯

納

兜

迄
は
粘
土
骨
砂
暦
及
砂
塵
厨
の
宜
暦
に
し
て
走
向
は
何
虞
も
北
六
十
度
兼
'
傾

斜
は
北
酉
二
十
五
度
乃
至

二
十
度
夜
-,右

傾
納
兜
の
電
車
停
留
場
を
境
と
し
て
'
そ
の
以
南
は
走
向
傾
斜
は
急
担
あ

わ
｡
即
走
向
は
北
七
十
度
乃
至
八
十
度
四
七
傾
斜
は
甫
々
酉
に
平
均
五
度
内
外
茂
み
｡
故
は
湯
納
澄
む
過
み
て
約
兼

西
に
走
る
背
斜
軸
あ
タ
｡

軸
は
酉
に
向
で
傾
斜
す
｡
鞄
約
党
に
は
錬
泉
の
湧
出
あ
-
｡
恐
ら
ぐ
背
斜
軸
は
沿
ふ
地
顔

線
に
闘
係
あ
る
も
の
怒
ら
ん
｡
湯
納
兜
よ
り
吏
隻
別
記
の
道
路
に
滑
S
で
商
行
す
れ
ば
'
地
層
の
傾
斜
は
僅
少
夜
-

と
経
も
､
連
薦
的
に
粛
々
紺
は
傾
斜
し
居
る
に
拘
ら
ず
'
同
地
瓢
よ
-
約

一
粁
の
地
に
於
で
突
如
片
岩
の
露
出
あ
わ
｡

盛
よ
わ
以
南
及
以
西
に
は
即
鹿
川
柑
新
造
車
機
雷
傾
指
令
替
各
所
往
古
鎮
静
が
瓢
々
と
し
で
露
出
す
る
を
見
る
｡
故

に
高
岡
よ
わ
鹿
川
静
修
に
迫
ず
る
東
西
の
低
地
に
滑
S
.て
走
る

一
視
の
宙
及
北
に
於
で
､
久
留
米
暦
と
基
盤
と
の
間

の
不
整
合
面
の
le
v
e
t

の
差
異
あ
多
｡
即
rJ
の
線
は
舘
要
在
る

一
構
造
線
を
を
し
､
其
北
側
階
没
す
と
考
ふ
べ
し
｡

銑
紫
呼
野
及
北
ハ
の
田
近
の
地
封
に
酌
す
る
批拙
柵
史
的
考
撚

至
心

五



地

球

節
十
八
怨

妨
五
眺

望
八

六

上
津
荒
木
丘
陵
は
於
で
は
二
向
良
谷
の
溜
池
と
南
関
方
野
桁
の
溜
池
と
を
結
ぶ
番
線
よ
-
北
西
は
'
鹿
大
在

tる
而

鵜
は
亘

-
東
園
磯
厨
磯
連
す
｡
rJ
の
地
域
の
互
囲
磯
層
は
北
西
は
十
度
乃
至
十
五
度
の
傾
斜
を

ホ
し
､
下
位
は
あ
る

久
留
米
暦
と
基
各
閲
係
或
は
地
膚
何
卒
行
な
る
非
整
合
踊
係
に
あ
-
｡
前
述
せ
る
如
く
高
良
内
丘
陵
の
甫
境
は
沿
以

て
布
衣
す
る

玄
樹
磯
暦
は
久
留
米
暦
を
父
斜
式
不
整
合
を
以
て
被
覆
す
と
考

へ
ら
る
れ
ば
､
此
塵
に
連
ぶ
る
区
間
磯

層
と
の
層
位
開
係
は
充
分
注
目
教
委
す
べ
L

iJ
の
瓢
に
鯛
し
て
は
後
節
は
於
で
論
議
す
べ
し
｡

藤
山
射
撃
場
は
水
源
を
有
す
る
白
口
川
に
よ
-
邪
隔
て
ら
る
る
二
軒
茶
屋
を
含

む
北
東
側
の
丘
陵
と
､
高
良
谷
の

南
明
に
存
在
す
る
上
津
窟
木
丘
陵
と
は
地
層
の
患
向
傾
斜
は
同

一
在
れ
ど
も
.
を
の
相
接
す
る
地
域
に
於
て
岩
質
は

発
達
あ
-
｡
前
述
の
如
-
上
津
荒
木
丘
陵
の
上
層
部
に
摩
-
且
つ
庶
-
発
達
す
る
瓦
園
磯
膚
は
､
自
口
州
を
隔
て
て

そ
の
封
岸
を
る
二
軒
茶
屋
附
近
及
そ
れ
よ
,I
北
東
の
丘
陵
地
に
は
そ
の
凝
蓮
僅
少
夜
み
｡
更
に
高
良
内
丘
陵
の
基
底

部
に
は
塵
層
よ
-
聴
連
す
れ
ど
も
､
上
浄
先
木
丘
陵
に
於
で
は
rJ
れ
と
共
通
走
向
線
上
に
藤
懸
少
-
､
童
と
し
て
砂

瀞
及
粘
土
層
を
わ
｡
而
て
同
丘
陵
に
於
で
は
南
方
摺
輿
以
南
に
灘
暦
著
し
-
敏
速
す
｡
即
両
丘
陵
は
共
通
走
向
線
上

に
於
で
岩
質
を
異
は
す
｡
次
は
地
形
よ
み
考
察
す
る
時
は
高
良
谷
よ
り
甲
塚
の
西
側
を
過
ぎ
み
'
更
に
藤
山
の
京
銀

暦
と
上
津
荒
木
丘
陵
の
久
留
米
暦
と
の
間
を
通
iil
､
清
華
は
迫
ず
る
低
地
は
地
形
上
賓
に
新
著
在
る
北
南
-
園
兼
の

l.
線
を
劃
す
｡
故
に
TJ
rJ
に

一
の
断
層
を
想
定
し
て
吋
琴

b
A
.
叫TJ
れ
ば
高
良
内
丘
陵
は
弗
平
行
す
る
高
良
内
断
層

及
今
此
塵
に
記
述
せ
る
精
巣
断
層
厄
よ
-
匿
劃
せ
ら
る
る

山
地
魂
に
し
て
'
上

津
薦
木
丘
陵
は
情
架
断
暦
及
前
記
の

置
間
掛
合
構
造
線
に
よ
-
､
卦
東
側
故
南
側
を
劃
せ
ら
る
る

1
地
塊
を
-
と
者

ふ
べ
し
｡
な
ほ
久
留
塞

市
振
林
寺
に

東
で突
如
有
壁
膚
の
露
出
あ
hLQ
故
に
悲
ら
-
久
留
米
市
街
附
近
h
t米
酉
或
は
北
米
-
苗
圃
に
走
る
断
層
あ
-
て
JP



事

■暮｢此
等
の
地
塊
の
北
壁
を
劃
す
な
ら
ん
｡

次
は
上
津
荒
木
丘
陵
の
北
開
岬
積
層
下
は
投
す
る
都
銀
附
近
庖
槍
ず
る
呼
は
'
乙
の
附
近
完

W
は
地
層
の
傾
斜
二

股
は
綬
初
-
｡
庇
兇
島
本
線
の
荒
木
輝
の
南
東
坂
〆

上
に
放
て
は
､
地
履
殆
ど
水
平
に
近
-
'
上
荒
木
に
於
で
は
走

向
四
十
度
来
､
傾
斜
聴
聞
に
五
度
乃
草
七
度
な
み
.
｡

そ
の
南
光
相
川
及

一
本
松
は
於
て
は
､

立
間
磯
暦
厚
-
教
連
す

rJ
の
宜
樹
磯
暦
を
北
東
に
追
跡
す
れ
ば
'
膝
田
浦
以
西
は
露
出
す
る
同
暦
及
前
記
の
野
準
向
良
谷
線
以
北
は
発
達
す

る
も
の
と
連
絡
す
る
を
得
べ
し
｡

T
本
給
よ
み
商
魂
藤
田
を
経
て
更
は
数
丁
商
す
れ
ば
'
路
傍
は
背
斜
頭

鮎

anti･

c
t
in
a
l

crest
を
誰

ひ
､
即
基
肥
瓢
は
牝
酉
は
五
､
六
度
､
甫
翼
は
南
方
に
三
七
四
度
の
傾
斜
賢

不
す
｡
故
は
背
斜
軸

は
乙
の
地
鮎
よ
-
湯
納
鬼
は
結
び
'
更
に
満
粟
附
鑑
に
延
長
す
べ
き
夜
-<
JO
同
所
よ
-
斑
に
南
東
的
入
官
米
砂
地
瓢

及
そ
の
以
南
に
は
古
生
暦
の
露
班
あ
ヵ
'
高
岡
甘
各
線
は
此
地
鮎
は
及
ぶ
べ
し
｡

上
津
荒
水
丘
陵
の
久
留
米
暦
の
平
均
傾
斜
を
十
五
度
と
な
し
､
情
奨
よ
ら
同
丘
陵
の
北
開
周
遊
迄
の
傾
斜
の
方
舟

に
測
れ
る
聞
隔
室

二
千
四
百
米
と
し
て
､
累
暦
の
犀
n
を
計
算
す
れ
ば
､
約
六
宵
米
は
逢
す
｡

四
.
中
鹿
川
低
地
と
八
女
丘
陵

(第
二
固
参
照
)

申
鹿
川
低
地
は
E=+
な
る
分
差
僅
蝕
は
よ
る
低
華

非
畢
し
て
､
其
周
遊
は
於
で
推
察
せ
ら
る
る
数
多
の
断
層
は
よ

み
惰
性
せ
る
構
造
的
意
義
を
有
す
る
も
の
な
ら
A
O
何
と
在
れ
ば
､
盆
地
の
中
心
附
近
ほ
あ
る
小
丘
陵
は
地
層
水
平

在
る
ほ
封
し
.
そ
の
相
通
に
存
在
す
る
久
留
米
暦
は
場
所
に
よ
㍉
各
様
々
の
走
向
傾
斜
堅
ボ
す
芸

最

小
撃
枚
に
於

七は
'
古
生
暦
の
上
は
不
整
各
は
存
在
す
る
久
留
米
暦
は
走
向
些

二
十
度
束
､
傾
倒
北
開
は
二
十
度
な
み
｡
こ
れ
は

筑
紫
中
野
及
革
の
四
妃
の
地
兜
に
関
す
る
也
柵
史
的
考

琴

‥

rlLl11九

七



地

八

′
勤
し
長
延
は
於
て
は
'
久
留

米
暦
は
三
度
乃
繋
五
度
を
以

.tJ
酉
は
傾

き
､
高
閣
は
於
tJ

は
､
走
向
北
四
十
五
度
囲
う

傾
斜
十
度
以
上
あ
ら
七
両
て

此
廃
に
敢
注
目
を
要
す
る
革

は
長
延
及
官
僚
の
東
方
革
場

附
鑑
に
放
て
ij=生
暦
の
山
脚

が
著
し
-
退
却
す
る
革
質
な

み
｡
元
釆
基
盤
暦
の
山
脚
の

八
か
込
み
及
そ
の
附
並
の
基

盤
暦
の
走
向
傾
斜
の
擾
乱
の

み
を
以
で
､
宙
は
断
層
の
春

一在
を
推
定
す
る
事
は
明
か
は

不
各
期
在
れ
ど
も
も
長
延
及

漕
常
は
於
け
る
が
如
-
､
基

盤
の
窪
地
中
は
久
留
米
暦
の



操
Y
人
ら
込
み
て
存
在
す
る
を
見
､
岡
も
久
留
粟
野
堆
積
以
後
に
地
魂
運
動
術
は
れ
ね
-
と
云
ふ
革
質
′(
rJ
の
鮎
に

関
し
て
は
後
節
は
放

て翰
識
す
べ
し
)
を
附
進
の
地
質
構
造
よ
カ
推
定
し
解
る
場
食
は
於

では
､
基
盤
暦
の
山
脚
の

A
-
込
み
は
普
魚
久
留
米
暦
堆
積
以
後
の
層
群
に
蹄
す
べ

う
な
カ
｡
か
-
の
如
-
考
察
す
る
時
は
､
藤
山
精
嚢
潤
に

放
て
も
古
鏡
暦
の
-;
脚
が
東
方
は
濁
し
ぐ
過
劃
し
､壱

乙
は
久
留
米
暦
が
深
-
人
ら
_込
み
て
存
在
す
る
軍
備
旦

周

政
に
し
て
藤
山
部
落
を
過
少
で
滅
相
に
走
る
藤
山
断
層
の
存
在
を
瓜
は
し
む
｡

･
如
斯
.
ヰ
腐
川
低
地
切
北
東
の
澗
蓮
部
は
複
離
蒐
yQ
数
多
の
小
漸
層
の
影
響
七
度
-
｡

次
は
藁
北
西
側
に
於
イ
は

北
方
の
上
段
荒
木
丘
陵
.Ii
対
し
､
商

記
の
高
潤
滑
各
線
総

て
一
旦
基
盤
蘭
の
水
準
上
昇
し
､
新
造
車
穐
そ
の
他
の
満

雄
静
を
目
撃
す
れ
ど
も
､
南

線
T
6.-7
南
光
は
造
る
滋
従
S
^
ヱ
別
記
の
牝
兼
也
瀬
見
ら
る
る
断
層
の
影
響
宰
よ
う
漸
次

基
盤
両
の
水
準
は
低
下
し
居
る
心
非
ず
や
と
叔
惟
せ
ち
れ
る
｡

申
鹿
川
低
地
の
南
側
を
抱
囲
す
る
八
女
丘
陵
は
簡
方
濃
か
庇
鬼
島
本
線
以
西
に
攻
で
連
続
L
t
頗
大
在
る
両
種
を

占
ひ
る
丘
陵
在
れ
ど
も
'

本
節

に
於
で
は
主
と
し
て
鹿
川
低
地
の
南
側
を
均
衡
す
る
地
域
は
就

き
て
考
察
せ
ん
と

す
｡
同
丘
陵
の
商
連
に
は
帯
び
市
銀
暦
の
露
出
あ
ら
0
雨
間
山
村
の
岡
山
は
有
壁
暦
よ
り
成
る
｡
更
に
岩
崎
附
近
の

丘
陵
地
の
下
底
に
古
生
暦
の
磨
-
分
布
す
る
を
見
る
P

史
は
北
西
下
鹿
川
村
知
徳
の
南
方
丘
陵
内
は
古
生
暦
の
落
札

め
-
｡
即
中
班
川
低
地
の
西
南
蓮
に
於
で
再
び
基
盤
面
の
上
昇
あ

ヵ
V
P.
其
上
に
比
敏
的
薄
さ
久
留
米
暦
存
在
す
.

八
女
丘
陵
の
東
報
は
於
て
即
忠
見
村
立
山
は
古
生
暦
の
小
露
出
か
･a
p
粘
土
層
及
砂
磯
暦
の
互
暦
i=
捷
暦
を
被
覆
し

更
に
其
上
に

玉
樹
磯
暦
春
荘
す
'
立
川
の
北
東

一
粁
沼
地
の
附
近
ほ
於
で
粘
土
層
は
走
向
北
八
十
度
兼
'
傾
斜
南
方

に
二
十
度
乃
至

手

玉
皮
を
以
て
其
北
に
存
在
す
る
古
生
暦
計
.,披
覆
す
｡

筑
紫
平
野
及
共
の
凹
妃
の
地
朝
に
旅
す
る
造
林
史
的
奇
祭

三

一

九



地

球

節
十
八
各

節

先

般

三宝

1
0

八
女
丘
陵
の
脊
染
む
成
す
部
分
は
大
草

宜
圃
塵
暦
な
-
.
大

田
附
鑑
の
頗
川
に
臨
む
断
崖
は
於
で
'
同
僚
の
下
位

に
久
留
米
層
在
る
次
育
色
町
粘
土
層
及
砂
磯
暦
の
厚

さ
露
出
を

見

る
｡
両
で
地
層
は
殆
ど
水
平
に
し
て
､
次
青
色
粘

土
層
中
に
は
駐
泉
の
薄
層
介
在
す
｡
然
る
に
丘
陵
の
南
面
岩
崎
に
於
で
は
互
聞
磯
暦
は
東
亜
暦
の
上
は
匿
接
す
｡
之

訂
北
面
の
事
情
と
此
較
す
る
時
は
､
宜
固
磯
暦
は
久
留
米
暦
に
封
し
不
整
(
=輔
係
に
あ
-
と
云
ふ
べ
し
｡

次
は
撃
欄
六
田
岡
の
丘
陵
地
は
於

で'
軽
石
骨
の
厚
暦
あ
ら
で
定
礎
暦
を
不
盤
各
は
被
ふ
｡
史
は
そ
の
未
聞
に
は

b
I
ム
暦
あ
4
0
ロ
ト
ム
暦
は
其
表
面
積
極
め
士

朗
二

八
女
丘
陵
の
大
草
を
被
覆
す
｡

瓦
､

黒
木
盆
地
の
地
質

(第
二
間
参
照
)

豊
岡
村
本
分
及
韻
来
町
を
含
む
低
地
の
北
朝
を
剖
す
る
丘
陵
の
斜
面
は
粘
土
層
'
砂
質
粘
土
､
砂
磯
暦
盈
五
回
磯

累
暦
の
走
向
は
概
し
て
未
開
､
傾
斜
は
蘭
は
十
度
内
外
在
-,も

但
し
本
分
の
北
東
に
於
て
は
､

1
部
異
状
監

壬
L
t

走
向
些

音

圧
乃
至
四
十
度
兼
､
傾
斜
は
南
光
に
十
度
乃
薫
十
五
度
堅
ボ
す
｡
本
題
暦
は
北
方
の
犬
山
川
の
両
岸
は

於
で
同
磯
の
潜
鼎
を
以
て
露
的
し
､
党
は
北
方
約

一
粁
の
低
地
を
淡
山
川
と
平
行
し
て
酋
流
す
る
小
川
の
南
岸
に
は

軽
石
哲
多
畳
に
含
ひ
凝
悉

石
暦
及
木
材
を
積
み
粛
廉
光
る
如
-
暦
班
明
瞭
な
る
粘
土
層
が
長
崖
を
成
し
て
露
出
サ
?

A

其
走
向
は
粟
固
乃
至
北
七
十
度
問
は
し
て

傾
斜
は
商
は
十
度
内
外
夜
カ
.
次
は
iJ
の
小
川
の
流
域
よ
-
史
は
北
方

の
高
地
を
越

へ

て北
川
内
に
向

へ
ば
'其
峠
附
妃
に
厚

g
u磯
暦
及
選
炭
を
含

む
粘
土
層
が
急
傾
斜
を
成
し
て
露
出
す
.

そ
の
走
向
は
北
八
十
度
酉
､
傾
斜
は
商
に
十
八
艦
内
外
在
-
0
両
で
冬
の
陣
よ
-
数
十
米
北
方
は
於
で
'
南
蕉
暦
露



出
し
ー
そ
の
間
は
不
盤
各
面
あ
-
,O

此
魔
に
敢
性
悪
を
要
す
る
事
は
前
述
の
凝
奮

万
骨
及
特
穂
粘
土
層
の
層
位
如
何
の
問
題
在
-
｡
を
の
岩
贋
よ
-
刺

ず
る
時
は
t
rJ
の
二
暦
は
久
留
米
暦
よ
-
有
期
の
も
の
は
鷹
す
る
如
-
恩
博
せ
ら
b
J.へ
し
｡
触
れ
ど
旦

別
記
の
小
川

に
両
す
る
長
屋
に
於
志

紀
次
岩
下
は
犀
川
明
瞭
在
る
粘
土
暦
あ
ら
.｡
史
に
其
基
底
に
久
留
氷
層
は
属
す
る
も
の
と
同

質
在
る
砂
塵
暦
の
布
衣
す
る
を
見
る
｡
即
凝
悉

石
特
種
粘
土
層
は
他
の
丘
陵
暦
と
北
ハに
久
留
米
暦
を
形
成
す
と
せ
ざ

る
可
か
ら
ず
｡
夜
ほ
中
原
の
北
方
の
斜
面
に
露
出
す
る
凝
磐

石

は
含
史
る
る
亜
炭
及
北
州
内
南
部
の
青
色
鮎
土
中

の
亜
炭
の
炭
質
が
八
女
丘
陵
六

田の
盟
炭
の
炭
質
に
叛
似
す
る
乙
と
､
藍
に
北
川
内
に
於
で
も
､
八
女
六
閏
に
於
て

も
共
に
亜
炭
暦
が
基
盤
に
近

皇
1-I-色
粘
土
中
に
含
ま
れ
そ
の
下
は
両
者
等
し
-
灘
暦
の
存
在
す
る
事
は
顕
著
怒
る
層

位
的
粗
似
菅

.
即
農
本
附
近
の
丘
陵
累
暦
と
久
留
光
以
南
の
丘
陵
地
を
構
成
す
る
賂
暦
と
は
金
-
同

義

期
の
堆

積
物
に
し
て
'従
射
地
質
聞
隻
別
者
を
讐

雇

暦
と
な
し
､後
者
を
洪
積
層
と
な
し
て
碇
別
せ
る
は
金
-
状
接
を
し
.

次
に
乙
の
地
域
の

玉
固
灘
層
の
層
位
如
何

o
玉
囲
磯
暦
は
前
記
の
如
-
黒
木
丘
陵
南
斜
面
に
於
で
百
四
十
米
以
上

の
地
鮎
に
廉
-
存
在
す
｡

耐て
是
よ
-
北
方
北
川
内
附
近
の
丘
陵
及
両
方
犬
山
附
鑑
に
於
て
も
存
在
す
.
即
決
木
丘

陵

を
構
成
す
る
久
留
米
暦
が

'1
様
に
殆
ど
尭
酉
の
走
向
ほ
て
商
に
十
度
内
外
の
傾
斜
を
保
っ
ほ
係
ら
ず
､

互
同
機
暦

が
其
高
所
に
南
北

-i
粁
以
上
の
旗
範
囲
は
存
在
す
る
は
同
地
の
久
留
米
暦
を
交
斜
式
不
整
合
h
l以
て
被
産
す
る
79
の

懲
ら
｡
乙
の
鮎
は
八
女
丘
陵
及
高
良
内
丘
陵
の
そ
れ
と
同
様
な
-
一｡

･
本
地
方
の
久
留
米
暦
は
八
女
丘
陵
と
同
機
に
種
石
暦
､
火
山
衣
静
及
衣
石
熔
岩
に
よ
-
不
整
合
被
覆
せ
ら
る
｡
衣

石
賂
岩
は

1
敏
に
現
今
の
地
形
が
示
す
演
谷
凹
地
は
沿
以
て
春
在
す
｡

筑
紫
平
野
及
共
の
田
近
の
地
質
に
関
す
る
延
納
史
的
考
務

T
l
..

昌
L･

1

tL
rL



地

球

第
十
八
食

餌
正
統

三

四

]
二

品
木
町
の
兼
鼎
よ
み
北
州
内
に
結
ぶ
北
西
-
南
東
の
硬
練
は
本
地
域
に
放
け
る
敢
雷
婆
在
る
断
層
線
に
し
て
へ
南

西
の
丘
陵
暦
と
北
兼
の
古
生
暦
と
を
置
劃
す
O
fJ
れ
む
茂
木
断
層
と
呼
べ
ば
同
断
骨
は
新
薗
地
層
の
分
布
及
走
向
傾

斜
よ
り
判
ず
る
に
､
南
米
は
行
-
ほ
捉
以
て
落
差
大
在
ら
凡
｡
久
留
米
暦
の
北
部
及
西
部
は
若
き
火
山
炭
層
ほ
て
被

覆
せ
ら
れ
､
其
周
蓮
を
充
分
に
吟
味
す
る
事
国
頻
在
れ
ど
も
'
前
記
の
親
木
断
層
に
平
行
し
て
'
長
野
の
兼
珊
よ
-

本
分
の
田
端
を
結
ぶ
北
開
-
南
東
の
線

は
よ
-1
.
そ
の
南
関
側
の
基
盤
面
隆
起
す
｡
次
に
久
留
米
暦
は
長
野
の
南
兼

よ
り
北
川
内
の
南
紬
は
引
け
る
線
を
以
て
古
鎮
静
を
不
盤
各
に
被
覆
す
｡
即
rJ
の
線
の
附
近
ほ
於
で
久
留
米
暦
の
蔵

下
位
露
乱
し
､
南
方
親
木
低
地
に
而
す
る
丘
陵
斜
面
に
於
て
鼎
暦
の
最
上
部
を
見
る
べ
し
｡

地
質
撃
上
よ
り
見
た
る
恵
那
山
前
山
の
崩
壊
と

水
害
に
就
て

上

清

寅

次

郎

(
一
)
緒

言
t･
ヘ

ヤ
t･

.昭
和
七
年
八
月
二
十
六
日
恵
那
山
は
近

さ
前
山
に
崩
壊
を
蕉
じ
､
四
ツ
日
州
は
泥
水
を
奔
流
せ
し
め
､
下
流
に
あ

る
ヰ事
津
町
に
甚
大
な
る
英
容
を
典

へ
ね
.
飽
き
漫
-
ほ
で
は
'
特
に
救
他
の
血

眉
を
以

て'
中
津
町

へ
金
安
野
を
御

下
賜
あ
ら
せ
ら
れ
､
町
民
は
恐
怖
し
､
協
力

一
致
､
復
興
に
努
力
し
っ
っ
あ
･JB
と
聞
-

｡筆
者
は
九
月
中
旬
貸
地
を


